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Abstract

　　Southwest　Japan　can　be　d｛vided　into　the　Inner　Zone　on　the　Sea　of　Japan　side　and亡he　Outer　Zone

on　the　Pacific　side，by　a　major　fau1t　caned　the　Median　Tectonic　Line．In　Shikoku，The　Median　Tec－

tonic　Line　forms　the　boundary　between　the　Upper　Cretaceous　Izumi　Group　on　the　north　and　the　Sam－

bagawa　Metamorphic　Rocks　or　the“MiddIe　to　Upper　Eocene”Kuma　Group　on　the　south．In　the

Izumi　Group　of　this　region，strike＿s1ip　active　faults　are　present　near　the　Median　Tectonic　Line．

　　The　northem　steep　s1ope　df　the　centra1Shikoku　Mountains　has　been　ca11ed　the“Ishizuchi　fau1t

scarp”．In　this　area　studied，we　cou1d　not　obtain　any　evidence　to　support　a　fau1t　scarp．This　steep

s1ope　is．not　a　fau1t　scarp，but　a　fau1t＿1ine　scarp．Therefore，it　shou1d　be　caned　the　Ishizuchi　fault＿1ine

scarp　instead　of　the　Ishizuchi　fault　scarp．

　　The　detai1s　of　the　research　are　reported　herein．
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は　じ　め　に

　四国中央部北縁の伊予三島市から西方の西条市にかけ

ての四国山地（法皇山脈一石鎚山脈）山麓が，きわめて

直線的であることが，ランドサットの映像や航空写真か

ら読み取ることができる．このリニアメントは5万分の

1あるいは2万5千分の1の地形図にも表現されてお

り，これがほぽ中央構造線の位置に相当する．また，こ

の中央構造線の北側，和泉層群中にも本構造線と並走す

るリニアメントが数条発達している．
　　　　　　　1）　　2〕
　辻村（1923a，b）は，四国山地の山麓が直線的で

かつ北斜面が急崖を形成していることを，最初は断層線

崖として，ついで断層線崖は誤りで断層崖であるとして

説明した．そして，これを石槌断層崖あるいは石槌山断

層崖（本稿においては，以下，石鎚断層崖を使用する）
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と呼んだ．以後，石鎚断層崖という言葉が定着し，今日

に至っている．

　「断層に確かに関係した崖は，断層地形だということ

はすぐに判定できても，断層線崖などを指す組織地形な

のか，断層崖などを指す変動地形なのかは，すぐには判
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）定できないことが多い」（吉川ほか，1973）．したがっ
　　　　　　　　1〕　　2）
て，辻村（1923a，b）でさえ，断層線崖としたり断

層崖と訂正したりした．

　本稿では，これまで石鎚断層崖とされてきた地形が本

当に断層崖と言えるのかどうかについて検討する．なお，

中央構造線という名称は，和泉層群と三波川変成岩類あ

るいは久万層群とを境する断層に対して使用する．

　謝辞　筆者らの一人，神野は愛媛県教育委員会から愛

媛大学大学院教育学研究科に籍をおき研究する機会をい

ただいた．愛媛県教育委員会をはじめ，種々の便宜をお

計りいただいている前新居浜市立泉川中学校望月森生校

長および松山市立城西中学校門屋宏樹校長に心よりお礼

申し上げます．

　石鎚断層崖の研究史

　　　　　　　　　　　　　　1）　　2）
　石鎚断層崖は，辻村（1923a，b）によって，四国

山地（法皇山脈一石鎚山脈）の北斜面が「屏風の如き急

崖」としてつらなることから指摘，命名（辻村は石槌と

表記）されたものである．さらに氏は，r石槌山脈の断

層崖が最大千米以上の高さを有することは殆ど疑無し」

とし，r石槌山脈に於ては下部の一部分に於て一二の措

段状断層を伴へる形跡あれども，少なくとも地形的に此

の形状は顯著ならず．…（中略）…故に大麗に於て石槌

の断層崖は単一の断層面に沿ひて生ぜりと見て事費上差

支なし」と述べた、

　　　　　　4）
　永井（1954）　は，rこの石鎚山断層崖の山麓線と中央

構造線の位置とが一致しているのは三島から新居浜まで

であるが，新居浜の西方新居郡市ノ川では中央構造線は

山麓線よりも南方にずれてはいるが，まだ断層崖の形を

示している．しかしこれから以西になると中央構造線の

位置は構造谷となっている処はあるけれども断層崖の地

形は呈していない、特に不可解なのは加茂川が中央構造

線を切って穿入蛇行の形状を呈している事であって，こ

こでは最近において地盤の相対的水平運動が起こったか

も知れないけれども，相対的な垂直運動があったとはと

おてい考へ得られない」と指摘している．なお，永井
　　　5〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2〕　　＿
（1958）　は，石鎚断層崖は辻村（1923b）　の言うよう

な一条の断層によって形成されているものではなく，中

央構造線に並走する階段状断層によって形成されている

ものと考えた．また，その形成時期はr後期鮮新世後で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）あり，多分更新世初期あたりであろう」（永井，1958）

とした．

　　　　　　　　　6〕　矢部・尾崎（1961）　は，r辻村の石鎚山断層は新しい

活動によるものであって，北落ち正断層と考えられるに

もかかわらず湯谷口以外では，市ノ川鉱山の西2軒の谷

底，同鉱山北北東1軒の番屋の峠，新居浜駅の東南東5

軒の関ノ戸南などで，ほぼ断層線と思われる地点を推定

できるにすぎず，こんなに著しい地形学上の断層線上に

地質学上の断層面を発見することができない」と述べた．
　　　　　　7）
　岡田（1973）は，「石鎚断層崖は，1）の丹原町湯谷

口～西条市市之川，2）市之川～土居町赤星山付近，3）

いわゆる法皇山脈の各地区で形態が異なる」とし，「1）

の区間では，中央線以南で山地は急に高度を増すけれど

も，この南側に沿って三角末端面を認定することは難し

い．…略…，中央線に沿っては断層崖としての地形的特

徴があまりはっきりしたい」こと，「2）の加茂川以東

の区間では，断層崖の比高がもっとも大きくたり，その

地形的諸特徴も明瞭にたる」，「3）の赤星山以東の法皇

山脈では，三角末端面の上端は主分水界と直接合さる．

すたわち，山脈の北側斜面は断層崖そのものである．

略…．当域では狭義の中央線が扇状地面を切断する場所

は少なく，むしろそれに並走する活断層がより活動的で

ある」こと等を述べた、また，1）丹原町湯谷口～西条

市市之川までの区間の「中央線は少なくとも第四紀後半

では活動していたいといえよう．したがって，この急崖

地形の成因には次のようないくつかの可能性が考えられ

る．A）和泉層群と結晶片岩との岩質差に基づく断層線

崖，B）今のところ未確認であるが（空中写真上では線

状構造はみられる），中央線に近接して並走する活断層

図一1　四国山地の北斜面（宇摩郡土居町畑野から東方を望む）
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に伴う断層崖，C）鮮新世後期から更新世初期にかけて

は北側が低下する活動があり，このような古い起源をも

つ断層崖，D）携曲崖ないしCの断層崖の性質にAの作

用が加わった複（雑）断層崖」とし，r小松町から南の

石鎚山方向への地形断面図でみると，岡村断層および中

央線の位置で数百mの急崖が認められるものの，全体

としては大きな不連続部ではなく，徐々に南へ高度を増

していくようでもあり，石鎚層群の火成活動後にも平坦

化を受けた瓶ヶ森面が隆起してきた過程には曲隆形式の

運動も相当加わっているとみなされる．現在までのとこ

ろ，この区間の急崖の成因をいずれかに断定すべき資料

はないが，Dに近い性格の崖と考えている」とした．
　　　　　　　　　　8）　須鎗・阿子島（1975）　は，r山腹急斜面（石鎚断層崖）

は単一の断層崖とは考えられず，何本もの並走する東西

性断層により形成された階段状地形を示す．急斜面を形

成した断層の活動は石錘時階（中新世後半）に始まり，

土居時階（鮮新世中頃）が主要た活動期で，菖蒲谷時階

（第四紀後半）にも小規模の運動カミあった」とし，「断

層面と“断層崖”が全く一致しない理由」と石鎚断層崖

の形成時期を説明した．

　　　　　　9〕
　高橋（1983）　は，愛媛県における中央構造線にまつ

わる諸問題を議論する中で，「…．このように検討して

くると，石鎚断層崖とされる地形は，断層活動とは何ら

関係なく形成されたと考えざるを得ない1…略…．これ

について今後検討されなければたらない」と述べた．
　　　　　　　　　1O）
　一方，木村（1985）　は，石鎚断層崖と呼ばれている

ものは石鎚断層線崖と呼ぶほうがふさわしいとし，r数

10万年の間に約500年に1度ずつ2mほどの鉛直変位

を生ずる鉛直断層の活動があった場合を想定し」，断層

活動で変位した2mの部分とそれよりわずか上方は断

層崖と呼べるが，これより上方の急斜面全体を断層崖と

呼ぶのは正しくたいとした1

地　　　質

　四国中央部には，その北縁に位置する中央構造線を境

に，南側（外帯）に三波川変成岩類が広く分布し，四国

山地の主要部を形成している．西条市市之川付近では，

中央構造線のすぐ南側に，“中・上部始新統”久万層群

に対比される市之川礫岩が，三波川変成岩類を不整合に

覆ってわずかに分布している．また，瓶ヶ森山や石鎚山

の山頂付近に久万層群や中部中新統の石鎚層群が分布し

ている（図一2）．

　中央構造線の北側（内帯）には，最上部自亜系和泉層

群が分布し，この上位に，大阪層群や三豊層群に対比さ

れる鮮新一更新統岡村層が，小松町や新居浜市などに分

布する．また，第四紀層である段丘堆積物や扇状地堆積

物，沖積層が平野都に分布している．

　三波川変成岩類　三波川変成岩類は，塩基性（緑色）

片岩や泥質（黒色）片岩，砂質片岩，珪質片岩，石灰質

片岩等から成る．本稿で議論する地域の中央構造線南側，

すなわち四国山地の北斜面においてはその大半を泥質片

岩が占める．泥質片岩は一般に，片理や微摺曲が発達し

軟弱な岩盤を構成することが多いが，本地域のものは，

曹長石の斑状変晶を有する，いわゆる点紋片岩で，無点

紋の泥質片岩よりは堅固である．

　本四国山地中央部の北斜面を形成する三波川変成岩類

中には，内帯の和泉層群中にみられるような西南西一東

北東走向の断層は発達していたい．また，こ二の付近の層

理面（片理面と一致）の走向は，ぽぽ中央構造線の西南

西一東北東走向と同じかややこれに斜交している．徴摺

曲が発達するものの大局的には，層理面の傾斜は35。内

外で北に傾き，流れ盤となっている．

　和泉層群　和泉層群は主として砂岩・泥岩の互層より

成り，西条市東端付近を流れる早川以西では中央構造線

の上盤として東西に延びる丘陵を，西条市東端付近から

東方の新居浜市，土居町にかけては大きくみて2つの丘

陵を海岸部に形成している．愛媛県の東端に位置する川

之江市以東では，和泉層群は阿讃山地の一部を形成して

いる1

　和泉層群は，中央構造線や断層付近では数mから数

10m破砕されていることがある．本層群の泥岩は小片

状に割れやすいが，砂岩は堅硬で，セメントの骨材とし

て各地で採石されている．本層群中に中央構造線に平行

だ，すなわち西南西一東北東方向の軸をもつ槽曲が2～

3条発達する．また，新居浜市西部の丘陵南部には南フ

ェルゲンツの過槽曲が発達している．

　市之川礫岩および久万層群　西条市市之川の中央構造

線すぐ南側の三波川変成岩類を不整合に覆って，わずか

に分布している．三波川変成岩類由来の角礫～亜角礫や

和泉層群由来の亜円礫より成る裂鋳堆積物や河川堆積

物，崖錐堆積物である．本礫岩層は，その岩相から久万
　　　　　　　　　　　　　　　　　I1）層群明神層に対比される（高橋，198ユ）

　瓶ヶ森山や石鎚山だとの高所に，三波川変成岩類由来

の礫だけから成る久万層群の下位層である二名層と和泉

層群由来の砂岩礫を主とし，領家花嵩岩類などの礫を混

在する久万層群の上位層の明神層が分布している．

　石鎚層群　本地域においては，主として中央構造線に

沿って幅数mから12mの輝石安山岩や流紋岩質岩石

が貫入している．西条市上の原南方（黒瀬ダム湖西側）

の中央構造線に貫入する輝石安山岩などのK－Ar年代

測定から，中期中新世（15Ma）の石鎚火成活動による
　　　　　　　　　　　　　　　　12〕ものとされている（田崎ほか，1990）

　石鎚山をはじめ石鎚山脈の山頂付近は，本石鎚層群に

よって形成されている．

　　　　　　　　　　　13〕　岡村層　高橋和（1958）　が発見，命名したもので，
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凡例　1：領家変成岩類，2：領家花嵩岩類、3：和泉層群，4：岡村層，5：三波川変成岩類，

　　6：久万層群，71石鎚層群，8：点紋帯，91分水嶺，a～hは本分参照



石鎚断層崖か石鎚断層線崖か？

周桑郡小松町岡村を模式地とする砂礫層より成り，メタ

セコイア等の植物化石を含む粘土層が介在している．こ

の模式地における岡村層の層厚は30～50mである．本

層相当層は，西条市や新居浜市大生院，川之江市等にも

わずかに分布する．岡村層は阿讃山地北麓に分布する鮮

新一更新統三豊層群と同時代の堆積物とされている．

　第四紀層　砂礫層より成る高位，中位，低位の各段丘

堆積物や崖錐性堆積物が四国山地山麓に，また，扇状地

堆積物や沖積層が平野部を構成しつつ分布している、

中央構造線

　周桑郡丹原町湯谷口から西条市市之川にかけては，中

央構造線は和泉層群と三波川変成岩類とを境する断層と

して追跡することができ，断層に沿っては2～10mの

安山岩が貫入している．こうした関係は，湯谷口の中山

川河床（安山岩の貫入面＝中央構造線の断層面の走向・

傾斜，以下回，N80．W・40¶），西条市上の原南方

（N85．E・32～35¶），西条市津越（N56～72．E・27

～31．N，N88．W・33．N）等で観察できた（高橋，
　　14〕　　15〕　　16〕
1986．1992．1994）．

　新居浜市川口の渦井川河床（図一2のa地点，以下回）

では，推定される中央構造線の位置に厚さ2．5～3m

の乳灰色～茶褐色を呈する安山岩がN68．W・4ゴNの走

向・傾斜で貫入している．安山岩に接して南側には角礫

化した泥質片岩（断層角礫？）や片理面の密に発達した

泥質片岩のブロックが分布し，これらは珪化作用を被り

堅固な岩石になっている．この安山岩の上位を，新鮮た

結晶片岩の礫よりなる河川堆積物が覆っている．

　渦井川河床の露頭から300m東を渦井川の支流であ

る小河谷川が北流しているが，中央構造線をよぎる部分

では約40mにわたって東から西へ中央構造線に沿って

流れている（b地点）．この上流側では中央構造線に沿

って貫入した安山岩が著しく破砕された泥質片岩とN

74．E・25．Nの走向・傾斜で接している．安山岩は，非

常に堅硬で灰褐色を呈し，一部角礫化した部分もある．

これら安山岩と黒色片岩を不整合に覆って，長径1m

近くの巨礫を含む礫層が分布している．

　この下流（西）側では，中央構造線の断層面が長さ約40

m，高さ6～7mほど洗い出されて，主として泥質片

岩が，部分的には張り付いた安山岩が急崖を作っている

（図一3）．この急崖の走向・傾斜はN86．W・40～50．

Nである1

　この急崖の西端には南北方向の崖が発達しており，こ

こでは前述の急崖の延長部が厚さ約10cmの粘土を介

して礫層と走向・傾斜N72．E・3ぎNの断層で接してい

る（図一4）．粘土の上部5cmは，茶褐色を呈し，下

部5cmは，灰白色～灰色を呈する．断層露頭の下位

の礫層側には，中央構造線に沿って貫入した灰褐色の安

山岩がみられる．本露頭では，礫層は3層に区分するこ

とが可能で，下位には人頭大を超える巨礫を含む締まり

のよい砂混じりの礫層があり，これを不整合に覆って，

主として拳大の円礫や亜円礫および砂からなる層が分布

し，これらは断層と接している．この上位に泥質片岩や

中央構造線および上述の砂礫層を覆って礫層が乗ってい

る．この両者の問には明瞭な不整合面は発達していない．

これらの断層付近の砂礫層の礫の配列には擾乱の様子は

観察されない、

　小河谷川の900m東方を北流する東川の出口（c地

点）においては，泥質片岩中に見掛け上2枚の安山岩が

不規則な境界面を呈して貫入している．下位の安山岩と

上位の安山岩との間に角礫化した泥質片岩を挟んでお

り，上位の安山岩は，泥質片岩中に模型に尖減する．こ

の泥質片岩の上部に長径1mに近い巨礫を含む礫層が

N74．E・4グNの走向・傾斜を有する断層面上に分布し

ている．

　新居浜市の東端を北流する市場川（長川）の左岸（d

地点）では，上流側に堅硬た泥質片岩があり，この下流

（北）側において，部分的に破砕された泥質片岩の上に

安山岩が，N84．E・3グNの走向・傾斜で貫入している

形
ノ　安山岩．

　　■　　■　　’

断層面 ’・多ン

雇　　　　‘’

・’ｩ
’‘I

l質
　’・．．州　’

（・．．

藪・1κ下
図一3 小河谷川の急崖を作る中央構造線の断層面
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図一4　小河谷川（図一3のすぐ西）の露頭

のが観察される．泥質片岩と安山岩との境界部には幅約

10cmの灰白色の断層粘土が介在している．

　宇摩郡土居町の浦山川（e地点）において，両岸で四

国縦貫自動車道建設工事に伴い中央構造線の断層露頭が

出現した．左岸側では三波川変成岩類と和泉層群の間，

すなわち中央構造線に沿って幅約10～12mの新鮮で堅

硬な流紋岩質岩石が貫入しているのが観察された　ここ

では，断層はみられなかった．一方，右岸側では泥質片

岩と流紋岩質岩石が幅約12mの破砕帯を介して接し

ており，この破砕帯と泥質片岩の上に礫層が乗り，礫層

はN86．W・56．Nの断層で流紋岩質岩石と接している

（図一5）．この断層は垂直変位量が約4mの逆断層

と判定され，中央構造線に沿って貫入している流紋岩質

岩石を斜断して西の浦山川の河床へと連続している（高
　　　　I5〕
橋，1992）．浦山川河床では，貫入岩の北側約15mの

範囲が破砕され，砂岩層が引きちぎられたり，泥岩が角

礫化したりして黒色のガウジとたっている．

　土居町東入野の南方（f地点）では，四国縦貫自動車

道建設工事によって切り取られた標高95m付近で，和

泉層群と泥質片岩が幅数mの中央構造線の破砕帯で接

しているのが観察された．ここでは，標高95m付近を

境に，これより上方は泥質片岩が，また下方は和泉層群

が山腹斜面を形成しており，中央構造線が斜面を形成し

ているものではない．

　伊予三島市上柏町から川之江市境目にかけては，中央

構造線は南傾斜となる．川之江市川滝町椿堂の南方（h

地点）では，三波川変成岩の泥質片岩と和泉層群が走向・

傾斜N85．E・40．Sの中央構造線で接し，断層に沿って

安山岩が貫入しているのが観察される．また，椿堂西方

の四国横断自動車道法皇トンネル内（g地点）で和泉層

群と泥質片岩がN70．W・53．Sの中央構造線で接するの

が観察された．

考　　　察

西条市市之川以西の中央構造線が中部中新統石鎚層群

そ≡ルタル吹き付け

　　　　　　　　　　　　り
流紋岩鮨石 @Q・oo◎　　　　　　　、O・　砂鯛。、

榊ノh　8　§　　　　　　　　　　　　　o　　　8
　　　　　　　　　　　　　　　　侵食面　　　　　　　　　　　　　／
　　　　　　　　　泥質片岩　　　　　．’一

断鰯／／だ・皿
回一5 浦山川右岸の中央構造線付近



石鎚断層崖か石鎚断層線崖か？

の安山岩貫入以後，活動していないことは折にふれ報告
　　　　　　　　14〕　　　15〕　　　16〕
した（高橋，1986．1992．1994　等）．また，市之

川以西の中央構造線が活断層ではないということは，研
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7）究者の意見の一致をみている（岡田，1973，活断層研
　　　　　　I7〕　　　　　　　18）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19〕

究会編，1980，199ユ，水野ほか，1993　等）．ただ，

安山岩貫入以後活動していないと判断される中央構造線

の露頭は，市之川の東方5kmを北西に流れる渦井川

河床まで確認される．

　研究者によって観察結果が異なってくるのは，小河谷
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4〕
川の露頭からである．すなわち，永井（1954）は「新

居郡中萩町御蔵に見られる鮮新一更新世あたりに堆積し

たと思われる礫層と結晶片岩とが軽微な断層関係にあ
　　　　　　　　　　　7）
る」とし，岡田（1973）　も小河谷川の露頭を断層と認

定し，地形学的・地質学的に「市之川以東では中央線は

明らかに活動的となってくるのである．石鎚断層崖下を

縁どるこの活動的な狭義の中央線を石鎚断層と呼ぶこと

にする」と述べた．
　　　　　　　　　　　　　　20〕
　また，須鎗・阿子島（ユ974）　は，「西条市飯岡南方

より土居町にかけては，中央構造線沿いに明瞭な断層崖

がみられる．新居浜市南部では第四系をきった露頭が知

られている」と露頭の記載をした後，「要するに本地域

における中央構造線の洪積世後期一沖積世にかけての変

動は顕著な横ずれを伴う走向移動断層ではたく，南側の

石鎚山系の隆起を主としたもので，相対的には北落ちの

断層と考えられる」とした．
　　　　　　　　　　　　21〕
　一方，金折ほか（1980）　は，小河谷川の露頭は断層

ではたく不整合関係を示すものだと判定した．また，こ

れ以東の礫層と三波川変成岩類とが断層関係にあるとさ

れた場所も，それらの露頭だけからでは断層とは断定で

きないとし，中央構造線は西条市市之川から愛媛県と徳

島県の県境に位置する境目峠問「における活動時期は貫

入岩の送入した中新世以前であると判断され，その後の

活動の証拠は認められない」と結論した．

　筆者らは，小河谷川の露頭では，上盤の礫層がまった

く断層活動による擾乱を受けていたいことやここから300

m西の渦井川河床の中央構造線が活動していたいので，

本露頭は侵食され露出した断層面上に礫層が堆積したも
　　　　　　　　　　　　　　　　4）
のと判断した．多少は永井（1954）　の言うように軽微

た断層活動があった可能性もあるが，断層活動で杜くと

も礫層が締まることによる上盤側の沈下とみることもで

きる．

　東川の露頭も小河谷川と同様，上盤の礫層が断層活動
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21〕
による変位を受けていないので，金折ほか（1980）　の

指摘するように断層と判定するには問題がある1少なく

とも，断層崖を形成している断層と判定することはでき

ない．

　東川以東の中央構造線には，破砕され断層ガウジを伴

うものや明瞭な断層面を有するもの，火成岩貫入以後の

断層活動が全く認められないものの3様が観察される．

断層によって礫層が切られていても，浦山川右岸で観察

される断層のように，中央構造線に斜交するものであっ

て中央構造線そのものが活動したものではないものもあ

る．また，中央構造線に沿って貫入している火成岩は，

破砕されたり粘土化していても常に存在しており，消失

していることはない．これらのことから判断して，中央

構造線が活動し比高1，OOO　mを越える断層崖を形成し

たとは考えられない．中央構造線が活動していないから
　　　　　　　　　　　　6〕
こそ，矢部・尾崎（1961）　の言うように「こんなに著

しい地形学上の断層線上に地質学上の断層面を発見する

ことができない」のである．
　　　　　　7）　岡田（1973）　は，r浸食平坦面の分布高度および最大

の三角末端面の比高からみて」，中央構造線の最大垂直

変位量を「千数百から千五・六百m程度」と推定し，

赤星山以東の法皇山脈では，r断層崖の比高は800～1，O00

mで，東方に徐々に低くなっていく」ので「東西で隆

起量が異なると考えられる」と述べ，「…，中央線沿い

の最大の石鎚断層崖でも第四紀におけるほぽ等速度の垂

直変位の累積で形成され得る」とした．しかし，新居浜

市西端の中央構造線を不動として，ここ以東において

1，000mからの垂直変位を，それも西が高く東に低い

という変位を中央構造線に求めるのは困難である1
　　　　　　　　　　　20）
　須鎗・阿子島（1974）　は，三角末端面の傾斜が中央

構造線の傾斜よりも緩いことを指摘し，三波川変成岩類

中に中央構造線に平行する複数の断層を推定し，1条の

断層ではなく階段状断層で“石鎚断層崖”の成因を説明

した．三角末端面の傾斜が中央構造線の傾斜と大きく異

なることの指摘は重要で，これは中央構造線の断層面に

断層崖の成因を担わせることができたいことを意味して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20）　　　　8）
いる．したがって，須鎗・阿子島（1974．1975）は

階段状断層で“石鎚断層崖”の成因を説明したわけだが，

三波川変成岩類中には，氏らが推定した中央構造線に平

行し，断層崖としての垂直変位を担いうるような断層は

発達していたい．
　　　　　　　　　　22〕
　一方，大森（1990）　は，四国山地を対象に地震性・

非地震性の合成変動速度を求め，この速度は「隆起一侵

食一平均高度の関係から算出された第四紀の平均的た隆

起速度とも高い一致」を示すことや「四国山地の高度分

布は，最近行われている地殻変動が長期にわたって継続

してきた結果である」ことなどを明らかにした．この結

果は，中央構造線に垂直変位を担わさたくても四国山地

の高度分布が説明できることを意味している．すなわち，
　　　　　22）
大森（1990）　の研究からも，第四紀に中央構造線が活

動することによって“石鎚断層崖”が形成された，と考

えなくてよいことになる．
　　　　　　　　　　　8）
　須鎗・阿子島（1975）　は，r…断層面と“断層崖”が

全く一致しない理由を侵蝕による断層面の後退や変形で
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説明することはむつかしい」として，前述したように階

段状断層で断層崖の成因を説明した．しかし，階段状断

層が存在しない以上，断層崖の成因を侵食に求めなけれ

ばならない．図一2を見れば明らかたように，山腹斜面

の傾斜は大局的にみて，笹ヶ峰以西と笹ヶ峰一赤星山間，

赤星山以東で異なる．この違いは，中央構造線から石鎚

山脈や法皇山脈の分水嶺までの距離と分水嶺の標高の違

いによっている．したがって，本地域においては，新居

浜市以東の山腹斜面が以西に比べて急傾斜を呈すること

になる．

　この急傾斜の山腹がr屏風を立てた」と表現される急

崖であるが，前述したように中央構造線の傾斜の1／2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8〕
程度であり，きわめて緩い（須鎗・阿子島，（ユ975））．

また，土居町東入野の南方では和泉層群もこの急崖に参

加している．したがって，この急崖は侵食によって形成

された地形と考えざるを得ない．
　　　　　　　22）
　大森（1990）　が指摘するように，「四国山地の高度

分布は，最近行われている地殻変動が長期にわたって継

続してきた結果である」と考えられる．この四国山地側

の上昇と瀬戸内海側の沈降，瀬戸内海側も南に張り出す

燧灘の沈降，こうした地形形成のコントラストが中央構

造線付近を東西軸として進行し，四国山地の上昇に伴い

その北斜面が侵食され，今日観察されるような地形とな

ったものと考えられる．また，この“石鎚断層崖”とさ

れた急崖の形成に，岩石的には，点紋帯に属する泥質片

岩がその一翼を担っていることは想像に難くたい．

　上述してきたように，“石鎚断層崖”とされてきた急

崖は中央構造線の断層活動そのものによって形成された

ものではなく，侵食によって形成されたものである．し

たがって，この地形は断層線崖であり，石鎚断層線崖と

呼ばれるべきものである．

ま　と　め

　四国中央部の中央構造線は，“石鎚断層崖”を形成す

るような垂直変位量をもつ活動はしておらず，四国山地

（法皇山脈一石鎚山脈）の北斜面の急崖は四国山地の上

昇に伴う侵食によって形成されたものと判断される．し

たがって，この急崖は断層崖ではなくて断層線崖である

ので，石鎚断層崖と言う名称に代えて石鎚断層線崖と呼

ぶ方が適切である．
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